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通学課程（大学院） 

 

1.理工学研究科 (1) 物理学専攻 
① 博士前期課程 

（知識・理解） 
1.宇宙物理学・天文学、物性物理学、原子核・素粒子物理学のいずれかの
分野における専門知識をもち、理学・工学の分野を横断的、体系的に理
解する。 

（思考・判断） 
2.宇宙物理学・天文学、物性物理学、原子核・素粒子物理学のいずれかに
おいて、1のテーマをみつけ、その解決策または解決に至るには何が問
題かを指摘できるようになる。 

3.理学・工学の分野を横断的に見渡すことができ、専門知識を他分野にも
応用することができる。 

（関心・意欲） 
4.物理学以外の活動で起こっている事象の中からでも、物理学の手法で解
決できるものがあるならば、その解決策・方策等を系統的に整理して提
示できる。 

（態 度） 
5.宇宙物理学・天文学、物性物理学、原子核・素粒子物理学のいずれかの
テーマの中で得た思考や実験の結果を整理し、学内物理学系セミナー
で、分野の異なる教員や大学院生、さらに学部学生にも理解できるよう
に伝えることができる。分野によっては物理学会など、専門家による研
究集会で、決められた時間内で、上記結果を発表できるようになる。 

6.自ら率先して、研究室内のセミナーや輪講の企画、実験設備の管理など
を、学部学生や後輩院生を監督して円滑に運営できるようになる。学会
時に他大学学生との懇親会等に参加して会話ができるようになる。 

（技能・表現） 
7.現場で発生する問題・課題に対して、対処療法的ではなく、根源に立ち
戻って問題の原因を見つけ、その解決方法を探ることができる。 
② 博士後期課程 

（知識・理解） 
1.宇宙物理学・天文学、物性物理学、原子核・素粒子物理学のいずれかの
分野における専門知識を生かして、1つのテーマの解決策を与えること
ができるか、または、解決に至る筋道を客観的に示せる。 

（思考・判断） 
2.理学・工学の考え方や原理に基づき、問題を俯瞰し総括することができ
る。 

3.現実の社会で発生している物理学以外の問題・事象に対しても、各分野
で経験した研究手法が適用できる可能性を指摘できること、またはその
問題点を整理できる。 

（関心・意欲） 
4.物理学以外の活動で起こっている事象の中で、物理学の手法で解決でき
るものがあるならば、問題の根源に立ち戻って具体的な解決策を提示で
きる。できないならば、その理由を提示して、不合理的な状況に陥らな
いように行動できる。 

（態 度） 
5.宇宙物理学・天文学、物性物理学、原子核・素粒子物理学のいずれかの
分野の中で得た思考や実験の結果が、閲読者付の学術誌に英文で投稿受
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理されるようになる、国際会議で講演できるようになる。 
6.新たな研究テーマを自ら考え提案・研究して、未知の問題に解決策を与
えられる専門的職業人として活躍できる。 

（技能・表現） 
7.研究などにおいて理論を提案するだけでなく、実際にやって検証するこ
と、または検証するための技術、具体的方法を提示できる。 

(2) 化学専攻 
① 博士前期課程 

（知識・理解） 
1.化学分野の論文・資料の検索を通して、専門分野の研究動向を調べ、研

究の背景と、研究計画の意味を理解している。 
2.化学分野の研究手法に必要な実験技術を有し、実験結果を信頼性のある

方法で解析することができる。 
（思考・判断） 
3.文献検索や学会活動を通して専門分野の研究動向を調べ、自らの研究の

位置を判断できる科学的思考を有している。 
（関心・意欲） 
4.自らの研究に関連する研究報告例と対比しながら、着実に研究を進める

関心の継続が有り、研究を発展させる意欲を、研究手法の工夫として実
践している。 

（態 度） 
5.高い倫理観をもって実験・研究を進めることができる。 
（技能・表現） 
6.策定された研究手法のもとに着実に実験を進め、信頼性のある分析を経

て、研究成果を挙げている。 
7.研究成果が、論文発表や学会発表により、客観的に評価されている。

② 博士後期課程 
（知識・理解） 
1.経常的に文献検索を進め、専門分野の研究動向を把握して学識を深めて
いる。 

2.専門分野の研究を、一般に解説することができる。 
3.化学分野の共通語である英語で、論文を執筆・発表する経験を積んでい
る。 

（思考・判断） 
4.専門分野の学識を背景に、自ら計画を立てて実験を実施し、結果の解析
の精度の向上に努めて、研究手法の高度化を図ることができる。 

（関心・意欲） 
5.専門分野に関わる関連分野にも、文献検索の幅を広げ、共同研究や学会
活動を通して、他の研究機関の研究者と交流し、将来の課題を考えるこ
とができる。 

（態 度） 
6.リーダーシップをもってチームの実験・研究に貢献することができる。
（技能・表現） 
7.論文発表や学会発表を進め、批判を受け入れて、より確実な研究手法へ
の発展を図ることができる。 

8.専門分野の研究で、高度な実験手法と解析手法を表わすことができる。
9.自ら研究を実施し、研究手法を実証している。 
10.自らの研究の目的の、社会に於ける意義を明らかにすることができる。
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(3) 機械工学専攻 
① 博士前期課程 

（知識・理解） 
1.材料力学、機械力学、流体力学、熱力学を体系的に理解して、現実の事
象に適合したモデルの設計・解析を行う技術を修得している。 

2.測定や加工などの研究手法・実験技能を身につけている。 
（思考・判断） 
3.具体的かつ詳細な研究計画を立案し、当該研究計画に基づき実験及び解
析をやり遂げることができる。 

4.問題に対する解決策を論理的及び実験に基づく検証により導き出すこ
とができる。 

（関心・意欲） 
5.ディスカッションを通じて、研究手法、実験手法、解析手法に創意工夫
を加えることができる。 

6.国内外の学術研究論文や企業訪問を通して、専門分野の先進的な研究、
研究に必要となる近隣分野の情報を収集し、取捨選択することができ
る。 

（態 度） 
7.指導教員等と円滑なコミュニケーションを図りながら、リーダーシップ
をもってチームの研究に貢献することができる。 

8.技術者としての高い倫理観を有している。 
（技能・表現） 
9.4力学に基づいて、さらにそれぞれを複合したデザイン・加工分野、エ
ネルギー・環境分野、システム・制御分野を選択し、学生が選択した分
野において、研究手法・実験技能を身につけている。 

10.機械工学分野の専門知識と高い技術力を用いて、既存の製品の問題を
発見することができる。 

11.科学技術の発展と多様化に対応できる論理的思考力と文章力、プレゼ
ンテーション能力を有している。 
② 博士後期課程 

（知識・理解） 
1.当該分野の具体的な製品モデルの設計・解析を行う技術を修得してい
る。 

2.問題の中から自ら課題を設定し、自立して研究計画を立て、研究を実施
することができる。 

（思考・判断） 
3.既存の研究・技術を組み立てて、新たな技術を創出することができる。
（関心・意欲） 
4.専門分野の先端研究等と自らの研究の比較を通じて、より独創的な研究
開発を行うことができる。  

（態 度） 
5.独創的で先進的な研究を熱意と忍耐力を持ってやり遂げることができ
る。 

6.技術者としての社会的責任を自覚し、高い倫理観をもって実験・研究に
従事することができる。 

7.同テーマを遂行する学部生・大学院生前期課程等への研究チームリー
ダーの役割を通じて、当該分野の人材育成に貢献することができる。 

（技能・表現） 
8.機械工学分野の専門知識と高い技術力をもって、独創的で競争力のある
製品を開発することができる。  

9.日本の産業界の活性化につながる研究成果を専門分野で学術論文誌に
投稿、及び関連分野での国際学会で英語にて発表することができる。 

(4) 電気工学専攻 
① 博士前期課程 
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（知識・理解） 
1.研究を行うために必要な電気工学に係る基礎的な知識と、実験及びデー
タ解析に必要な技術を有している。  

2.国内外・国際的における技術的問題を理解し、説明することができる。
（思考・判断） 
3.研究又は問題解決に必要な情報・技術を取捨選択し、コントロールする
ことができる。  

（関心・意欲） 
4.自らの研究テーマを理解し、課題解決ができる。 
（態 度） 
5.試行錯誤をして、問題解決に立ち向かうことができる。 
（技能・表現） 
6.実験・データ解析結果を活用し、より深い研究に取り組むことができる。
7.研究成果を出すために必要な情報や技術を取捨選択・コントロールする
情報マネジメントを学んでいる。 

8.実験やデータ解析結果等に基づき、論理的に問題解決策を導き出すこと
ができる。 

9.問題発見から解決策の提案までを論文又は口頭でまとめることができ
る。 

② 博士後期課程 
（知識・理解） 
1.国際会議で発表できるレベルの研究と合わせて英語力を有している。
（思考・判断） 
2.技術革新につながる研究テーマを自ら設定する企画力を有し、自立して
研究計画を立案・実施することができる。 

（関心・意欲） 
3.技術的問題の中から、自らが研究するテーマ・課題を発見することがで
きる。 

（態 度） 
4.技術的問題に対し、グローバルな視点から俯瞰することができる。 
（技能・表現） 
5.将来、博士の学位に匹敵する仕事をする可能性がある。 
6.高度な専門知識と技術で、技術的問題を解決することができる。 
7.自立して研究計画を立案し、研究を実施する過程を学んでいる。 
8.学術論文に匹敵する論文又は国際会議における発表に匹敵するプレゼ
ンテーション能力を有している。 

(5) 建築・建設工学専攻 
① 博士前期課程 

（知識・理解） 
1.建築物を取り巻く社会的背景や空間特性、機能性を読み解く力を有して
いる。（建築・デザイン） 

2.建築、構造、設備、建設における計画、設計、施工、管理の実務に係わ
る幅広い知見と理解力を有している。（構造・設備・建設工学） 

（思考・判断） 
3.技術者倫理を理解し、種々の条件・制約を踏まえて、建築物の立案、設
計、プレゼンテーションをすることができる。（建築・デザイン） 

4.建築構造、建築材料、建築設備あるいは建設工学分野における問題を把
握し、考究する能力を有している。（構造・設備・建設工学） 

（関心・意欲） 
5.専門分野に係わるコミュニケーションを図りながら、文献調査、実験、
観測、現地調査など熱意をもって進め、自らの設計、研究を深めてゆく
ことができる。 

（態 度） 
6.積極的に設計競技に参加し、あるいは学会発表を行い、自らの設計およ
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び研究の専門分野における意義と社会的な重要性を認識するとともに、
設計および研究における問題に対する解決策を検討することができる。

7.建築、建設技術が社会に及ぼす影響、および設計者、技術者が社会的に
負っている責任を理解して、専門分野における自らの課題に取り組むこ
とができる。 

（技能・表現） 
8.計画から工事監理までのプロセスを理解し、専門家としてそれを実践す
るための能力を有している。（建築・デザイン）9.専門知識に基づく実
験、実測、解析を行い、結果の整理と解釈から正しい説明を行うことが
できる。（構造・設備・建設工学） 

② 博士後期課程 
（知識・理解） 
1.研究結果を正しく解釈し、その成果を学会等において説明することがで
きる。 
（思考・判断） 
2.高度な専門知識に基づく社会性のある新規的で独創的な研究計画を立
案でき、その遂行能力を有している。 

（関心・意欲） 
3.建築、建設分野において社会性を有する観点から新規的で独創的な研
究遂行ができ、その成果を国内外の学会等において広く公表し、また、
多様な情報を積極的に収集し、自らの研究をより高めていくことができ
る。 

（態 度） 
4.建築、建設技術の社会における役割、責任を理解し、技術的問題に対し
て技術者、研究者は社会的な説明責任を負っていることを踏まえて、技
術開発、研究に従事することができる。 

（技能・表現） 
5.実務に対応できる幅広い知見と理解力および技術開発能力を有してい
る。 

(6) 環境システム学専攻 
① 博士前期課程 

（知識・理解） 
1.環境分野に関する広範で高度な知識を持ち、自己の解決すべき課題の位
置づけ、内容、達成方法を理解し、説明することができる。 

2.環境問題の分析・解決に必要となる実験・調査（データ収集・解析方法
等）を理解することができる。 

（思考・判断） 
3.環境問題に関する専門知識を有し、環境問題を地域的及び地球的視点か
ら多面的に捉える思考力を有している。 

（関心・意欲） 
4.専門知識と技術を現実の環境問題の解決のために応用することができ

る。 
（態 度） 
5.継続的に技術の研鑽・専門知識の修得に励むことができる。 
6.実験・演習・研究を通して、問題解決に取組む意欲と実践力、判断力を
身につけている。 

7.技術者倫理を理解し、環境技術者として自らの倫理的な判断基準・行動
原則を有する。 

（技能・表現） 
8.環境問題の解決に必要となる実験・分析・調査の技術を身につけ、実践
することができる。 

9.問題解決のための的確なコミュニケーション力を有する。あわせて、英
語で専門的なコミュニケーションをはかることができる。 
② 博士後期課程 
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（知識・理解） 
 1.博士後期課程に必要な高度の学術的知識、考察方法及び実験・調査スキ

ルを身につけている。 
（思考・判断） 
2.自ら研究テーマを設定し、研究計画の立案から実施まで、研究をマネジ
メントすることができる。 

（態 度） 
3.プロジェクトチームや組織の中で、リーダーとしてチームに貢献するこ
とができる。 

4.国内及びアジア諸国の環境問題を理解し、その問題の解決に取り組む
チームに環境技術者として貢献することができる。 

（技能・表現） 
5.実務者として活動するための英語力、プレゼンテーション技術、教授力
を有している。 

2.人文学研究科 （知識・理解） 
1.研究課題を人文科学の基礎概念と展開の中で位置づけ、研究領域に必要
な知識を理解している。 

（思考・判断） 
2.人間の精神構造ならびに営みの多様性に鑑み、科学的分析力と洞察力と
を相補的に駆使することにより、人文学的諸課題を解明することができ
る。 

（関心・意欲） 
3.高度な専門的知識と技術を有する人材として、教育的指導の任に耐えら
れる力と倫理観を有する。 

（態 度） 
4.人文学に属する諸領域の専門知識と技能を生かし、各現象に関する総合
的な判断力ならびに批判力、創造的な研究能力をもって広く社会に貢献
することができる。 

（技能・表現） 
5.学問的に会得した高度な知識・経験・技術等を、一般社会に還元できる
平易な言葉に置き換える力を有する。 

6.専門領域に関わる人間との相互批判的な交流に努める。 
7.常に新しい課題を見出し、究明しようとするチャレンジ精神を有する。
(1) 英米文学専攻 

① 博士前期課程  
（知識・理解） 
1.英語、及び異文化に関する深い知識を身につけている。 
2.修得した知識、及び課題解決能力を論文作成に活用できる。 
（思考・判断） 
3.知識や情報を論理的に分析し、応用できる能力を身につけている。 
4.研究者として学問領域に、専門分野に関する知識や調査の経験を活用・
貢献できる。 

（関心・意欲） 
5.国際社会の一員として、人類の諸問題に関心をもつことができる。 
（態 度） 
6.リーダーシップ、及び円滑なコミュニケーション能力を発揮することに
より、問題解決ができる。 

（技能・表現） 
7.より専門的な知識・情報をもとに、国内・海外の学会で研究発表ができ
る。 

8.研究課程で発生した諸問題の解決手段を見出すことができる。 
② 博士後期課程 

（知識・理解） 
1.英語、及び異文化に関するより深い知識を身につけている。 
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2.修得した知識、及び課題解決能力を総合的に活用できる。 
（思考・判断） 
3.知識や情報を論理的に分析・応用する能力を活用し、自立した研究者と

して、学問領域にその経験を活かすことができる。 
（関心・意欲） 
4.課題解決に必要な知識・情報を収集・分析したうえで、それを自らの研
究に活用することができる。 

（態 度） 
5.国際社会の一員として、問題解決に向け、異文化間の相互理解、及び他
者との協働作業にとりくむことができる。 

（技能・表現） 
6.より深い学識・経験のもとに、積極的かつ活発な国内外における学会
参加、及び研究・執筆活動ができる。 
(2) 社会学専攻 

① 博士前期課程 
（知識・理解） 
1.自分の意見、主張を論理的に伝えることのできる論文構成能力、コミュ
ニケーション能力を身に付ける。 

2.社会学理論・原論あるいは社会福祉理論・原論を学修した上で、教育、
歴史、労働、社会保障、地域・思想の領域に関する高度な専門的知識を
持っている。 

3.社会学・社会福祉学における高度な専門的知識・技能を持ち、自分の研
究関心を提示できる。 

（思考・判断） 
4.現代社会の諸課題に関する洞察と問題提起を行える能力を身に付ける。
5.複雑化する社会問題にアクチュアルに向き合う学術研究の遂行能力を
身につける。 

6.専門領域の研究状況の概要を把握した上で、当該研究の目的・意義を正
確に位置づける能力を備えている。 

（関心・意欲） 
7.現代社会に生きる人たちをとりまく課題について、人権と社会正義の原
理に基づき理解し、そのおかれている状況をめぐる課題を解決できるよ
うにする。 

8.専門社会調査士として、多様な調査法を用いた調査企画能力、実際の調
査を運営する能力、高度な分析手法による報告書を分担執筆できる能力
を身につける。 

9.専門領域における研究動向に関心を持ち、研究の達成状況を発表する意
欲を持つ。 

（態 度） 
10.自分の意見や主張、成果を社会に誠実に発信できる。 
11.実証研究を実施する際の、調査対象者に対するインフォームド・コン
セントや研究倫理を理解できる。 

（技能・表現） 
12.社会学・社会福祉学領域における専門知識を踏まえながら、他者と積
極的に意見交換することを通じて自らの研究成果を社会一般に発信す
る能力を身に付ける。 

13.専門領域における研究動向を概観し、研究の達成状況を述べることが
できる。 
② 博士後期課程 

（知識・理解） 
1.自分の意見・主張を論理的に伝えることのできる論文構成能力、コミュ
ニケーション能力、研究成果を評価する能力を身に付ける。 

2.社会学理論・原論あるいはソーシャル・マネジメント理論、社会福祉理
論を学修した上で、教育、歴史、労働、社会保障、地域・思想の領域に
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関する高度な専門的知識を持ち、それらの達成状況と課題について述べ
ることができる。 

3.社会学・社会福祉学における高度な専門的知識・技能を持ち、その研究
達成状況を踏まえたうえで、自分の研究成果を発信することができる。

（思考・判断） 
4.現代社会の諸課題に関する洞察と問題提起、問題解決、解決策の提示を
行える能力を身に付ける。 

5.複雑化する社会問題に、リーダーシップをもって、アクチュアルに向き
合う学術研究の遂行能力を身につける。 

6.専門領域ならびに近接する関連領域の研究状況の概要を把握した上で、
当該研究の目的・意義を正確に位置づけるとともに、様々な社会問題に
適切な問題解決策を案出する能力を備えている。 

（関心・意欲） 
7.現代社会に生きる人たちをとりまく課題について、人権と社会正義の原
理に基づき理解し、そのおかれている状況をめぐる課題をリーダーシッ
プを発揮して解決できるようにする。 

8.専門社会調査士として、多様な調査法を用いた調査企画能力、実際の調
査を運営する能力、高度な分析手法による報告書の構成をたて、かつ総
合的に報告書を執筆・編集できる能力を身につける。 

9.専門領域における研究動向を概観し、研究の達成状況を述べ、今後取り
組むべき研究課題を述べることができる。 

（態 度） 
10.自分の意見、主張を論理的に伝えることのできる論文構成能力、コミュ

ニケーション能力、さらには他の研究者の研究を評価・指導することの
できる能力を身に付ける。 

11.実証研究を実施する際の、調査対象者に対するインフォームド・コン
セントや研究倫理を理解したうえで、研究チームにそれらを周知するこ
とができる。 

（技能・表現） 
12.社会学・社会福祉学領域における専門知識を踏まえながら、他者と積
極的に意見交換することを通じて自らの研究成果を社会一般に発信す
る能力を身に付ける。 

13.専門領域における研究動向を概観し、研究の達成状況、検討されるべ
き課題、その課題を解明するための適切な研究方法を述べることができ
る。 

(3) 心理学専攻 
①博士前期課程 

（知識・理解） 
1.心理学の研究方法論や多様な理論を理解した上で，複雑な人間行動のメ
カニズムを理解できる。 

2.心理臨床の実践にかかわる関連法規を理解できる（臨床心理学コース）
（思考・判断） 
3.実証的科学的な論理的思考を行うことができる。 
（関心・意欲） 
4.理論的・社会的な文脈と関連づけながら自らの研究課題を設定できる。
（態 度） 
5.専門領域の内外において幅広い専門的・学術的な交流を行うことができ
る。 

6.研究者倫理を身につけ，実践することができる。 
7.臨床家としての倫理を身につけ，実践することができる（臨床心理学
コース） 

（技能・表現） 
8.適切な研究計画を立案できる。 
9.研究から得られたデータを適切に解析することができる。 
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10.得られた結果を理論的・社会的文脈に位置づけることができる。 
11.最新の臨床心理学理論と技法を用いて、心理臨床の実践ができる（臨

床心理学コース） 
②博士後期課程 

（知識・理解） 
1.心理学の研究方法論や多様な理論を理解した上で，複雑な人間行動のメ
カニズムを理解できる。 

（思考・判断） 
2.実証的科学的な論理的思考を行うことができる。 
（関心・意欲） 
3.理論的・社会的な文脈と関連づけながら自らの研究課題を設定できる。
（態 度） 
4.専門領域の内外において幅広い専門的・学術的な交流を行うことができ
る。 
5.研究者倫理を身につけ，実践することができる。 
6.研究成果を学界ならびに社会に還元し、学術や社会の発展に貢献でき
る。 
（技能・表現）   
7.適切な研究計画を立案できる。 
8.研究から得られたデータを適切に解析することができる。 
9.得られた結果を理論的・社会的文脈に位置づけることができる。 

3.情報学研究科 ① 博士前期課程 
（知識・理解） 
 
1.情報工学及び関連分野の必要な情報を入手し、精査のうえ取捨選択し
て、獲得した知識や専門知識を関連付けて活用することができる。 

2.情報工学及び関連分野に関する専門知識を系統的に理解し、必要なICT
ツールを効率的に利用して、緻密で正確な自己の主張を実現することが
できる。 

（思考・判断） 
3.情報工学分野における現状と目標を把握し、その乖離から、解決すべき
課題を発見することができる。 

4.課題の因果関係を理解し、本質を見抜くことができる。 
5.実行結果を客観的に評価し、計画を見直し次期計画に反映することがで
きる。 

（関心・意欲） 
6.情報工学のみならず、数学・自然科学に関して広い知識を有し、その内
容を理解の上、情報工学と共用することができる。 

7.知的好奇心を基に専門内外のことに関心をもち、それらから着想を得て
斬新な発想をすることができる。 

（態 度） 
8.目的と目標を設定し、順序立てて計画し、実践することができる。 
9.自己研鑽のために普段から目標を設定してその達成の道筋を立て、邁進
することができる。 

10.関連法令を遵守し、社会責任を果たすことができる。 
（技能・表現） 
11.複雑な事象を整理し、構造化できる。 
12.自分の意見を論理的に構築し展開することができる。 
13.広く深い知識と経験をもとに、ICTを適切に用いて、精確に作業を進め、
情報工学を実践することができる。 
② 博士後期課程 

（知識・理解） 
1.情報工学及び関連分野の必要な情報を入手し、精査のうえ取捨選択し
て、獲得した知識や専門知識を関連付けて活用することができる。 
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2.情報工学及び関連分野に関する高度な専門知識を系統的に理解し、必要
なICTツールを効率的に利用して、緻密で正確な自己の主張を実現する
ことができる。 

（思考・判断） 
3.情報工学分野における現状と目標を把握し、その乖離から、解決すべき
課題を発見することができる。 

4.課題の因果関係を理解し、本質を見抜くことができる。 
5.実行結果を客観的に評価し、計画を見直し次期計画に反映することがで
きる。 

（関心・意欲） 
6.情報工学のみならず、数学・自然科学に関して広い知識を有し、その内
容を理解の上、情報工学と共用することができる。 

7.専門内外のことに関心をもち、それらから着想を得て科学技術の発展に
貢献するような独創的な考えに基づいて、それを計画的に実行する能力
を有する。 

（態 度） 
8.目的と目標を設定し、順序立てて計画し、実践することができる。 
9.自己研鑽のために普段から目標を設定してその達成の道筋を立て、邁進
することができる。 

10.知的好奇心を基に専門内外のことに関心をもち、それらから着想を得
て斬新な発想をすることができる。その際、関連法令を遵守し、社会責
任を果たすことができる。 

（技能・表現） 
11.複雑な事象を整理し、構造化できる。 
12.自分の意見を論理的に構築し展開することができる。 
13.広く深い知識と経験をもとに、ICTを適切に用いて、精確に作業を進め、
情報工学を実践することができる。 

4.経済学研究科 （知識・理解） 
1.経済学の基礎理論を習得している。 
2.政策提言のための知見を提示することができる高度な理論的分析手法
あるいは実証的分析手法を身に付けている。 

3.文献研究や判例研究を通した実践的知識を有する。 
 4.アジアを中心とする地域産業や流通に関する専門的知識を有する。 

（思考・判断） 
5.現実の経済現象および社会現象についての課題に対する洞察力と判断
力を有する。 

6.専門分野における高い識見を有し、実務における的確な判断力を有す
る。 

（関心・意欲） 
7.積極的に、様々な現実問題に経済学的視点から取り組む意欲を有する。
8.専門知識を基礎として、経済活動に対する深い関心を有する。 
（態 度） 
9.国際化や多様化する現代の社会や組織において、自主性や協調性を持っ
て自己の役割を果たす意欲を有する。 

10.社会に対する高い使命感を持ち、職業倫理に基づいた健全な判断力を
身に付けている。 

（技能・表現） 
11.自ら研究計画を立案し、問題発見から解決策の提示にいたる過程を論

文としてまとめることができる。 
12.自らの考えを効果的に主張することのできるプレゼンテーション能力

とともに、他者の考えを把握して討論することのできるコミュニケー
ション能力を有する。 

5.教育学研究科 ① 博士前期課程 
（知識・理解） 
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1.文献や資料を正確に読み、理解する能力を身につけている。 
2.関連する教科に関する深い知識を身につけている。 
（思考・判断） 
3.文献や資料の読解によって得られた理論や考え方などから、教育の現場
における個々の具体的な事象に適合する教育方法を演繹的に導き出す
実践的な能力を身につけている。 

4.教育の現場で得られた調査結果や実践結果から、新たな法則や理論を帰
納的に導き出す能力、または既存の法則や理論を検証する能力を身につ
けている。 

（関心・意欲） 
5. 崇高なるものや美なるものに対する感受性を身につけている。 
6.自然界の驚異や秩序、人間のさまざまな営みなどの、関連する教科が対
象とする事象に対し、深い愛情と関心を持って接することができる。 

7.教育の対象となる者（幼児・児童・生徒・障害者）への愛情と共感を身
につけている。 

（態 度） 
8.時代や社会の要請に応えつつも、同時に普遍的な価値を見失わない態度
を身につけている。 

9.さまざまな教育観があるなかで、幼児・児童・生徒の全人格的な成長を
優先的に考えることの出来る態度を身につけている。 

10.家庭や学校、地域社会における教育事象を、さまざまな学問領域の観
点から多面的に批判を加え、自らの教育実践に活かすことの出来る態度
を身につけている。 

（技能・表現） 
11.関連する教科や専門分野に関する熱意を、他者に伝え得る論理性と客
観性をもって表現することが出来る。 

 ② 博士後期課程 
（知識・理解） 
1.文献や資料を正確に読み、理解する能力を身につけている。 
2.関連する教科に関する深い知識を身につけている。 
（思考・判断） 
3.文献や資料の読解によって得られた理論や考え方などから、教育の現場
における個々の具体的な事象に適合する教育方法を演繹的に導き出す
実践的な能力を身につけている。 

4.教育の現場で得られた調査結果や実践結果から、新たな法則や理論を帰
納的に導き出す能力、または既存の法則や理論を検証する能力を身につ
けている。 

（関心・意欲） 
5.崇高なるものや美なるものに対する感受性を身につけている。 
6.自然界の驚異や秩序、人間のさまざまな営みなどの、関連する教科が対
象とする事象に対し、深い愛情と関心を持って接することができる。 

 
 7.教育の対象となる者（幼児・児童・生徒・障害者）への愛情と共感を身

につけている。 
（態 度） 
8.時代や社会の要請に応えつつも、同時に普遍的な価値を見失わない態度
を身につけている。 

9.さまざまな教育観があるなかで、幼児・児童・生徒の全人格的な成長を
優先的に考えることの出来る態度を身につけている。 

10.家庭や学校、地域社会における教育事象を、さまざまな学問領域の観
点から多面的に批判を加え、自らの教育実践に活かすことの出来る態
度を身につけている。 

（技能・表現） 
11.関連する教科や専門分野に関する熱意を、他者に伝え得る論理性と客
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観性をもって表現することが出来る。 
12.関連する教科や専門分野において、他の教育従事者を指導することの

できる技能と表現力を身につけている。 

  


